
令和６年度（２０２４年度）第１回東海市３Ｒ推進協議会 会議録 

 

と き 令和６年（２０２４年）８月８日（木） 

午前１１時～午前１１時４５分 

ところ 東海市芸術劇場２階 会議室 

 

１ 出席者 

 協議会委員（１０人） 

  榊原 弘之 委員長 

酒井 雅代 副委員長 

毛利 まり子 委員 

  早川 権慈 委員 

森岡 良枝 委員 

   田中 治幸 委員 

山田 涼子 委員 

阪井 航 委員 

伴野 恵美 委員 

   加古 敬三 委員 

  事務局（５人） 

  小笠原部長、山田課長、小島統括主任、伊藤主任、髙野主任 

２ 欠席者 

  ０人 

３ 傍聴者 

  ０人 

４ 会議録 

 ⑴ 議題 

  ア 第４次東海市ごみ処理基本計画後期計画の進行管理及び具体的な取り組みに

ついて 

   （事務局より資料１に基づき報告） 

   【阪井委員】 



    プラスチック一括回収でプラスチック使用製品も回収が始まったが、見込み

に対してどれぐらいの量回収できたか。市民への周知はできたか。 

   【伊藤主任】 

    プラスチック製容器包装のみの回収量の伸び率より大幅に増加しているため、

プラスチック使用製品を出す市民も多く、定着しつつあるという印象である。

なお、プラスチック製容器包装とプラスチック使用製品の回収割合は約８：２

であった。 

イ 令和６年度（２０２４年度）主な事業の進展について 

 （事務局より資料２に基づき説明） 

 【酒井副委員長】 

  小型充電式電池の混入防止について、チラシでの啓発だけでなく、ＬＩＮＥ

やメディアスで発火や爆発の危険を視覚的に訴えると良いと感じる。 

【伊藤主任】 

動画で見ると、視覚的なインパクトが強いので効果的だと思う。ホームペー

ジでアップして、ＬＩＮＥで誘導するようなことは可能だと考える。 

【毛利委員】 

ジモティーは市民に活用されているか。 

【伊藤主任】 

掲載実績は令和６年３月～６月で２，１９４件（東海市を取引場所として指

定した総数）であったが、協定締結以前から東海市を取引場所とすることはで

きたため、協定締結の効果によるものではないと思う。 

【榊原委員長】 

引き渡す際は発送するのか。 

 【小島統括主任】 

  基本的にはサイト内のチャット機能で引き渡し場所を決め、地元で取引きす

るので、発送の手間は省ける。 

【榊原委員長】 



有料で出品することはできるのか。 

【小島統括主任】 

可能である。 

 【早川委員】 

  ジモティーについて市は使用料等を支払っているのか。 

【小島統括主任】 

払っていない。 

【榊原委員長】 

ジモティーは無料で使用できるのか。 

 【山田課長】 

  登録料や手数料はかからない。ジモティーは、不用品をフリマサイトで転売

するのとは違い、地域で近い方にリユースしてもらいたいという発想から始ま

っているので、無料で渡すことが多い。そういった面で、従来の「ゆずりま

す・ください情報」に代わるものとして利用していただくために協定を締結し

た。また、基本的に手数料はかからないが、有償での取り引きをする際、ジモ

ティーのシステムを通して決済すると手数料がとられる。 

ウ 全体への意見 

【酒井副委員長】 

古紙の回収について市民に興味をもってもらえると良い。例えば、古紙回収

用の紙袋をごみ指定袋と一緒に配布するのはどうか。自分の家でも、紙袋に雑

紙を入れていくと一週間ほどでいっぱいになり、その分ごみ指定袋を使う枚数

を減らすことができる。紙袋を置いておくだけで気軽に家族にも分別をアピー

ルできるので効果的だと思う。 

 

 

 



【毛利委員】 

裏が銀色の紙パックや、靴のつめものは雑紙に入るとリサイクルに支障があ

ると聞く。何を雑紙に入れたらいけないのか、市民も迷うことが多いと思うの

でアナウンスがあるとありがたい。 

【伊藤主任】 

雑紙について悩む市民が多いのは市でも把握しており、「ごみと資源の出し

方」でも雑紙に入れてはいけないものを紹介しているが、ＬＩＮＥでも周知し

ていきたい。 

【毛利委員】 

特に紙マークがついていてもリサイクルできないものがあるのがわかりにく

いと感じる。なにかの機会にそのことを知ったが、それまで知らずに紙マーク

がついているものはすべてリサイクルに出していた。 

【伊藤主任】 

紙製容器包装につける紙マークは、別の素材がついていても紙の割合が多い

とつくため、リサイクルできるとは限らない。市民の目に触れる可能性が上が

るよう、多くの機会にそういった情報を出して啓発することが効果的だと考え

る。 

【伴野委員】 

周りの主婦仲間でも、雑紙の分別をしている人は多いが、詳しい知識はあま

りない。多くの情報が載っている冊子をすべて読むことは難しいので、知りた

いことをピンポイントで学べると、より浸透すると思う。仲間うちのネットワ

ークは情報がまわりやすいので、活用すると効果的だと感じる。 

【伊藤主任】 

大きなくくりのタイトルだと情報をみてもらえないことがあると思う。ＬＩ

ＮＥは細かい情報を載せやすいので活用したい。 

以上 


